令和１年度　第４回安芸高田市・子ども子育て会議　議事録
日時：令和１年７月30日（火）19：00～
場所：クリスタル・アージョ4階　小ホール
議題
　安芸高田市子ども子育て支援（骨子案）について
議題に対するご意見・ご指摘
・P11、生活困難層と非生活困難層のところで（n＝98）、もう一つ下には（n＝167）、この数値は何を表しているのか。（吉岡会長）
→nというのは実際に回答した人の数。98世帯、167世帯から回答があったということ。

全体は多くの世帯を送っていたが、項目によっては回答していない又は回答を保留している箇所がある。

・P34、子どもの貧困が３割以上という数値だと説明してもらったが、この数値は県と比べるとどうなのか。（吉岡会長）
→対象学年が違っており、広島県は対象が小学５年生、中学校２年生の５クラスあったとしても１クラスだけを抽出しているため、すべてがイコールではない。それを前提として、小学５年生の家庭であれば広島県は生活困窮度が9.3％、これに対して安芸高田市は14.7％。
周辺層について広島県は16.4％、安芸高田市は22.3％。生活困難層を合わせたものだと広島県は25.7％、安芸高田市は37.0％。

続いて中学生の広島県では生活困窮層は9.6％、安芸高田市は11.2％。周辺層については広島県は8.2％、安芸高田市は21.4％、合わせた困難層では広島県では27.8％、安芸高田市は32.6％。

抽出した対象が違う事と、社会資源が異なるため、一概にはいえないがあえて数値のみで比較すると、広島県や広島市、呉市、福山市、府中市の結果と比較するとかなり厳しい数値がでている実態。
・本計画の理念について案として提案しているが、何かご意見等ないか。（事務局）
→本計画の理念について、要は中身が大事。理念を決めるのにそこまで時間を割く必要はない。
→本計画の理念について、「こども」は入っていた方が良い。一番落ち着くのは、「こどもたちの　夢と未来がふくらむ　安芸高田」。
